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会長挨拶 平成２３年度の加飾技術研究会 

（会長 秋元技術士事務所 所長 秋元英郎） 

 

 このたび加飾技術研究会の会長をつとめることになりました． 

 加飾技術研究会は平野技術士により設立され，特色ある加飾技術を

持つ企業の発掘や情報の発信を行ってまいりました．設立から３年経

ち，軌道修正の必要な部分も見えてきました． 

 ところで，加飾という言葉は最近よく使われるようになってきました．

従来は，塗装，めっき，フィルムインサート等の個々の技術が独立し

ていましたが，近年では同じ出来上がり（見栄え）を得るために複数

の技術が候補になることが多くなっています．例えば，プラスチックの

表面を金属のように見せる技術にはめっき，金属蒸着，銀鏡，塗装，

箔転写，フィルム貼合，金属フィラー練り込み等の技術があります．最

終ユーザーにとっては金属のように見えればどの技術が用いられて

もあまり関係が無いかも知れません． 

 このような状況において，加飾技術に関係する商業セミナーも多く

開催されています．しかしながら，加飾技術に係る技術者・研究者が

集う場が無いという問題も指摘されておりました．加飾技術研究会は

そのような場の提供ができると考えています． 

 これからの加飾技術研究会における基本的な考え方は以下の通り

です． 

１）目的は加飾技術の専門家が集い，議論する場の提供です．その

ため，加飾技術の世界で活躍している多くの方に会員になってい

ただく必要があります． 

２）会費は負担にならない金額にします． 

３）年に４回程度，内部あるいは外部講師を呼んで研究会を開催しま

す． 

４）独禁法上問題となる個別企業のマーケット情報には触れないこと

にします． 

５）中立的な立場を堅持し，特定の企業（会員であっても）の広報，宣

伝は行いません． 

６）非営利組織とします． 

 どうか皆さんの周りの方々にも参加の呼びかけをよろしくお願いい

たします． 

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

東日本関東震災のお見舞い       （代表理事 平野輝美）

 加飾技術研究会レターを編集しているころでした．去る，２０１１年３

月１１日の１４時過ぎにＭ９．０という巨大地震が発生しました．その後

の巨大津波と原子力発電所事故につきまして，その被害の詳細は未

だ全貌が明らかになっておりません．本震災は，その被災範囲の広

さが極めて広いことでしょう．そして，直後に海岸線を襲った巨大な津

波による被害の大きさでしょう．地震，そして津波に被災されました皆

様には，心よりお見舞いを申し上げます． 

 加飾技術研究会レター第８号を編集中の３月下旬になっても，いま

だに収束の様子を見ることができない原子力発電所事故は，長期に

わたる影響が懸念されます．影響を受ける方々の損害が小さいことを

祈念いたします． 

 弊会の事務所は港区ですが，多少の被害を受けました．震災当日

は，事務所の前の道路に沢山の人が飛びだしてきました．大きな地

震であることがすぐに理解できました．周辺を含めて，大きな被害は

見られません．弊会としても，活動を継続していく上では特に大きな

支障にはなっておりません．震災復旧に寄与すべく，弊会の活動を

活発化させます．皆様，よろしくお願いいたします． 

 

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

加飾と収益                 （代表理事 平野輝美） 

 リーマンクライシスの前後ではあらゆることが大きく変わりました．経

済発展は，バブルだったのかもしれません．リーマンクライシスでは，

果敢な投資が明らかになり，その結果の焦げ付きとなりました．リスク

管理と評価の問題としてあぶり出されたのかもしれません．いずれに

しても，多くの企業が大きなダメージを受けました．そして，リーマンク

ライシスまでの経済状況と，その後の経済状況は大きく変わりました．

経済状況は急速に悪化しました．皆様，実感されていると思います． 

 日本では，その後の政治的な流動化もあわせて，経済の安定化や

拡大には至っていないように思います．そして，３．１１の巨大な震災

の発生と，原子力発電所事故です．日本は，まれにみる状況にあるこ

とは明らかでしょう． 

 世界を見てみましょう．欧米諸国ではリーマンクライシスを回復する

ために，金融的な対策が強力に実行されました．その結果，経済的な

回復基調を得ることができたのかもしれません．しかし，リーマンクラ

イシス前のバブルを上回るようなバブルが仕込まれたのかもしれませ

ん． 

製品類，部品類などの最終加工は加飾処理である．工業製品を「商品」として価値あるものに仕上げるのは，加飾技術である．近年，

環境に優しく，あらゆる負荷が小さい加飾技術が求められている．我々は，社会の要請に対して真摯に取り組み，優れた加飾技術につ

いて調査・研究・開発等を積極的に進め，社会・経済発展に寄与すべく加飾技術研究会の活動を展開するものである． 
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 さて，このような経済環境で，加飾はどのようになるのでしょうか．研

究会やレターでもお話してきましたが，欧米諸国や日本・韓国・台湾

などは，商品が飽和した社会になっています．このような状況では，

商品を選択する時に，いわゆる『商品の機能』だけではなく，さらにも

う一つの選択軸が存在します．それは，色であったり，デザインであ

ったり，手触りであったり，重さであったり，軽さでしょう．これが商品へ

の『加飾』であると考えます．第１図に商品の品質レベルとその構成要

素／評価などをまとめて示します．商品の一次品質は，当然のごとく

あるレベルを超えていることが求められます．これは，極めて当然で

あると考えられます．さらに，一次品質は，いわば当然満たさなけれ

ばならない要件であるが故に，差別化の要因として機能しにくくなっ

ているでしょう．特に，多種多様な商品が潤沢にある社会では，商品

選択の主要な項目とはならない可能性があるでしょう．よって，商品訴

求性を高めるには，二次品質や三次品質を活用することが求められ

ます． 

 近年，加飾技術研究会では，究極のカスタマイズサービスをご提案

してきました．個人の経験や記念とすべき記憶や嗜好や特別な存在

など，個人特有の情報を「固定化」して，可視化するサービスとして，

例えばＯｎｌｙ ｆｏｒ ＹＯＵ ｉＰｈｏｎｅ Ｐｒｏｔｅｃtｏｒ をご紹介しました．こ

のサービスは，なんでも良いですから個人的な画像をご提供いただ

き，その画像を ｉＰｈｏｎｅ 用のカバーに「固定」するものです．世界

で“唯一”のアイテムを製造するサービスになります． 

 このような製品は，コピーすることに意味がありません．その人の記

憶と経験と嗜好などの特別な情報と強く結びついて初めて意味があ

るのですから． 

 ご紹介した，Ｏｎｌｙ ｆｏｒ ＹＯＵ ｉＰｈｏｎｅ Ｐｒｏｔｅｃtｏｒ のサイトは， 

ｉＰｈｏｎｅ 用のカバーを提供するビジネスです．この， ｉＰｈｏｎｅ 用

のカバー以外にも，いろいろな製品やサービスの可能性があるでし

ょう．一例を挙げれば，結婚式の引き出物として，結婚する２人の想い

出の画像を固定したワインボトルを作製する・・・，還暦に記念となる品

物を作製し，お祝いとしたい・・・，七五三の写真を記念のアルバムの

表紙に固定したい・・・同時に，ｉＰａｄカバーに固定したい・・・，などな

ど考えれば無限です．そして，個人の自己実現の欲求レベルのサー

ビスであることから，複製などの意味は全くありません．個人の要求に

対する固有製品であり，ただ一つであることがその記憶や経験に繋

がり，重要な価値を持つのですから． 

 

Ｏｎｌｙ ｆｏｒ ＹＯＵ ｉＰｈｏｎｅ Ｐｒｏｔｅｃtｏｒ のサイトは，www.ｎａｎｏ－ｐｈ

ａｓｅ．ｂｉｚ からリンクしております．ご参照ください． 

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

素材に価値を 高級感セミナ報告   （代表理事 平野輝美） 

日刊工業新聞社と共催で，「素材に価値を 高級感セミナ」を，平成

２２年２月２日に開催しました．本セミナでは，様々な素材

に対して，価値を付与すべき加飾技術をご紹介するもの

として実施いたしました．多数の皆様に集まり頂き，５５名

のご参加を頂き盛会でした．第３図にセミナの様子をご紹

介いたします．また，第４図は，セミナで実施されましたデ

モストレーションです．ネイル加飾で，アーティストの方に

よって実際にネイルに処理いただきました．目の前で処

理することはやはり迫力がありますね．このシステムは可

搬型であり，一人で動かすことができます．ぜひ，出張デモいたしま

すので弊会にご照会ください． 

 
第１図	
 商品の品質とその評価 

 

第２図 Ｏｎｌｙ ｆｏｒ ＹＯＵ ｉＰｈｏｎｅ Ｐｒｏｔｅｃｔｏｒ サイト 

 
第３図 セミナの様子 

 
第４図 ネイル加飾の実演 



 

レター No.08 2011.4.1 p.3 
   

加飾技術研究会レター Ｖｏｌ．８ ２０１１．４．１ 

本セミナでは幾つかの加飾技術をご紹介しながら，デモストレーシ

ョンや，実際の商品例をなどをご紹介いたしました． 

第５図にセミナプログラムをご紹介します．セミナ内容を簡単にご紹

介します．第一部として弊会会長秋元氏によりフィルム加飾技術，（株）

表面化工研究所橋本社長より銀鏡塗装，東海大学前田教授より銀ナ

ノ粒子プラズモン加飾とそれぞれのご紹介を頂きました．第２部として，

（有）ミズノ阿部取締役より少ロット水圧転写技術，（株）トコウ斗光社長

よりピクチャー塗装，（株）ＣｏｏｌＣｏｎｃｅｐｔ横井取締役よりネイル加飾，

（有）中村金属工業三木社長よりステンレス加飾をそれぞれご紹介い

ただきました．それぞれの加飾技術の詳細につきましては，弊会まで

ご照会ください． 

ご照会は，代表理事 平野（ｉｎｆｏ＠ｃｅ－ｈｉｒａｎｏ．ｃｏｍ）までお願い

いたします． 

 

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

平成２２年度加飾技術研究会活動報告 

加飾技術研究会は平成２０年１０月から活動開始しましたので，平成

２２年度で３年目となります．少しずつ加飾という言葉が知られてきた

ように思います．加飾を周知頂き，皆様の事業に寄与する活動を進め

ております．最近では，商品開発の主要な観点として，加飾を取り上

げて頂く機会も増えてきているように思います．今後ともよろしくお願

いいたします． 

▶平成２２年５月 実用新案 銀鏡塗装品 出願 

▶平成２２年７月３０日 セミナ「プラスチック加飾技術と金属調表現」に

平野理事，橋本理事にて講演した． 

▶平成２２年８月 実用新案 銀供塗装品 出願 

▶平成２２年８月２５日 「プラスチック加飾技術」セミナにて平野理事に

て講演を行った． 

▶平成２２年９月１５日 「加飾技術の現状と展望」平野理事にて講演を

行った． 

▶平成２２年９月３１日 「金属光沢を中心としたプラスチック加飾技術」

（プラ工技研技術講演会）で，秋元理事，橋本理事にて講演を

行った． 

▶平成２２年１１月３日 「産業交流展」（東京ビッグサイト）に出展し，加

飾技術と試料を展示した． 

▶平成２３年１月２７日 「プラスチック加飾技術の基礎知識と最新トレン

ド」で平野理事，秋元理事にて講演を行った． 

▶平成２３年２月２日 「素材に価値を」で秋元理事，橋本理事，阿部

理事にて講演を行った． 

▶平成２３年１月１９日 第９回理事会を開催しました． 

 

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

平成２３年度総会のご案内と予定 

平成２３年度総会は，定款の規定により年度終了後２ヶ月以内に開

催することとなっております．本年度は，以下のように開催させて頂き

ます． 

▶第３回定時総会のご案内 

第３回定時総会を以下の日程で開催します．研究会は会員の皆様

以外にもご参加いただけます．ぜひご参加ください． 

期日 ２０１１年５月２０日（金曜日），１３時３０分~１４時００分 

場所 新橋事務所（地図参照） 

総会後，『加飾技術の現状と将来』についてセミナを開催させて頂

きます． 

加飾技術研究会第５回例会：テーマ『加飾技術の現状と将来』 

１４時００分~１４時４５分：高付加価値加飾の現状（会長 秋元氏） 

１４時４５分~１５時４５分：ネイル加飾技術のデモストレーション 

１５時４５分~１７時００分：加飾について考えるー討論会 

１７時００分~１９時００分：懇親会 

▶加飾セミナー 

加飾に関するセミナを開催します． 

２０１１年６月１６日（予定），詳細はウェブ 

http://web.me.com/ce_hirano/KASHOKU/TOP.html 

を参照ください． 

▶企業見学会（予定） 

２０１１年秋季研究会として，プラスチック成形事業を行っている企業

を訪問します． 

▶冬季研究会（予定） 

 ２０１２年冬季研究会を予定しております．

 
第５図 素材に価値を 高級感セミナのプログラム 
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書籍のご紹介 
 

 

 

 

プラスチック加飾技術の最新動向 

 プラスチックを対象としたいろいろな

加飾技術についてまとめたものです．

最近，多種多様な加飾技術が提案され

ています．産業技術としてたくさんの提

案がありますので，ご要望に合った最

適なものを選択することが必要と思い

ます．盛りだくさんな一冊です． 

【シーエムシー出版，ＩＳＢＮ ９７８－４－

７８１３－０２５５－３】 

新コーティングの全て 

 コーティングというものを基材に対するな

んらかの膜を形成することと捉え，そのプロ

セスや資材，機材など極めて広い範囲にわ

たって網羅的に解説した書である．コーティ

ングにおける課題など，例えばいかにして

機能性薄膜を形成するのか・・・など，機材

に対して価値を付加する技術としてコーティ

ングを捉えています．【加工技術研究会編】 

加飾技術研究会事務所紹介 ：新橋にあります平野技術士事
務所内にて活動させて頂いております．ご入会申し込み，質問，そ

の他何でも，メールにてお問い合わせください．ｅ－ｍａｉｌ  ｉｎｆｏ＠ｃ

ｅ－ｈｉｒａｎｏ．ｃｏｍです．地図を載せます．右端の駅が新橋です．上

が東京方向です．近くまでお越しの際はぜひお立ち寄りください 

（訪問前には電話をご一報ください．０９０－３６９４－７８６４です）． 

	
 

加飾技術研究会 実用新案のご案内 
▶「銀鏡塗装形成品：実願２０１０－４１８３号」 

 本実用新案は，銀鏡塗装の大きな特徴の一つである“部分光透

過塗装膜”を汎用的な成型品に形成した資材に関するものです． 

 簡単にご説明すれば，ハーフミラー塗装膜を形成した成型品一

般に関する権利になります．ハーフミラー塗装を実施されている企

業の方々，ぜひ，本実用新案をご活用ください． 

▶「銀鏡塗装形成品：実願２０１０－未確認号」 
 本実用新案は，銀鏡塗装の大きな特徴の一つである“部分光透過

塗装膜”を活用して，自発光資材の表面装飾として活用する資材に

関するものです．例えば，ハーフミラー塗装膜の下地層として，畜

光層を形成しておくことで，外部からのエネルギー供給無しに発光

します．装飾用のプレミアム製品など，インジケータ，アイキャッチ

性に優れる看板，案内板，例えば警告板など，自社製品の高機能

化にぜひ，本実用新案をご活用ください． 

▶使用方法 

 本実用新案は，加飾技術研究会にてライセンス先を選定する権

利を有しております．当然ながら，本会会員企業や，会員の方には

優先してご活用いただくことができます．ぜひ，本会会員としてご

活用ください． 

おくづけ 

加飾技術研究会ニュースレターＶｏｌ．０８ 
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 加飾技術研究会では一般社団法人東京技術士会 ＳＩＧ表面処理技

術研究会と連携をもって活動しております．今後の東京技術士会と加

飾技術研究会に注目ください． 

新橋のちょっと良いお店 

 新橋駅から，有楽町方向に大通りを渡った所のガード下にある“石

志水産”という居酒屋さんですが，安くておいしい魚を出してくれま

す．飲み物も一律３５０円です．都内に数店舗展開していますが，弊

会関連では新橋店に通っております． 

元気酒場 石志水産 新橋店 〒１０５－０００４ 東京都港区新橋１－１

３－１，１６時~，０３－６８０８－３５２１ 日曜祝日休 

機能性酸化鉄粉とその応用 

 著者の堀石七生氏は酸化鉄の機能を活用

した様々な製品の開発の実績をお持ちで

す．「酸化鉄粉ベンガラは生活に密着した機

能性材料であり，酸化鉄ナノ粒子は情報産

業の米である」．古くて新しい機能性材料で

ある酸化鉄の今後の展開にご期待ください．

【産業図書，ＩＳＢＮ:４－９４６５５３－２６－６】 


